
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明治２２年（１８８９）に西岬村ができて

から、昭和２９年に館山市と合併するまで村役

場があった場所です。西岬（にしざき）の地名

はこの明治２２年以来のもので、香（こうやつ）

から坂井（さかい）に至る１４ヶ村が現在も西

岬地区と呼ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩崎巴人（いわさきはじん）画伯は日本水

墨画会の第一人者として知られ、水墨画の中に

禅的思想を表現することで著名です。防空壕跡

の洞窟に描かれたこの壁画は、画伯が見物に居

を構えた昭和４２年ごろの作品で、昭和３２年

に結成した日本表現派の会員と共同で制作しま

した。この洞窟のある「獅子山」山頂からは、

休暇村や館山湾・富士山・ 

三浦半島などが一望できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【距離】約４.２ｋｍ 【時間】約７５分 

  刀切大神を祀り、昔は斜向かいにある船越

鉈切神社と一社で豊玉
とよたま

姫
のひめ

命
のみこと

を祭神としてい

ました。天保１０年に作られた狛犬や・明治に

作られた拝殿向拝など美 

しい彫刻や、社の裏手に 

ある名前の由来にもなっ 

ている岩の裂け目にご注 

目ください。 

７月に行われていた「か 

っこ舞」は市の無形文化 

財となっています。 
 

  木々の間を少し上っていくと、海神の豊玉

姫命を祀る船越
ふなこし

鉈
なた

切
ぎり

神社があります。柵で入れ

ませんが、本殿が建てられている鉈切洞穴は縄

文時代の土器などが出土した場所で、県の指定

文化財になっています。また社宝の独木船は市

指定文化財で 

す。海南刀切 

神社と同じく、 

７月にはかっ 

こ舞が見られ 

ていました。 

 

 

太田新四郎は江戸時代の塩見
し お み

の人です。両

親に対する孝行から、寛政７年（１７９５）に

領主から褒美を 

与えられ、昭和 

５９年元東小学 

校（現：東公民 

館）正面にその 

記念碑が建てら 

れました。 

  むらさき川〔見物地区の伝説〕 

村人を苦しめていた毒蛇を退治したときに流

れ出た血が近くの小川に流れ、川の水が紫色に

変色したと伝えられ、以後「むらさき川」と命

名されました。 

●補足〔見物地区の伝説：海南
かいなん

刀
なた

切
ぎり

神社〕 

見物の氏神様「海南刀切神社」にまつわるも

のに刀切大神が海岸の岩場を刀で岩を切り

裂いて上陸したと伝えられ、その切り裂かれ

た岩が社殿の奥にあります。 

現在の「鳩山荘松庵」裏の公園一帯は、関東

大震災前は海で、近づく事ができない断崖で

した。大神は丸木船で着いたと言われてお

り、当時の丸木船は船越鉈切神社に保存され

ています。刀切大神の鎮座は、天延２年(９

７４年)11 月 

●補足〔見物地区の伝説：斬後（地名）〕 

毒蛇を切った後（斬後）と 

いう地名が、刀切神社一帯 

に残されています。 



 目の前に広がる海は館山湾です。大変穏や

かで、別名「鏡ヶ浦」とも呼ばれています。 

 海に向かって左手が西になりますが、空気の

澄んだ、特に冬には富士山をたびたび見ること

ができます。また、市内の北条海岸から見ると、

富士山方面へ落ちる夕日がきれいです。 

（日本の夕陽百選 ※北条海岸からの夕陽） 

 

 

 

 

 

 

 

  この小さな砂浜は見物海岸と言います。夏

には海水浴客で賑わうれっきとした海水浴場で

す。少し砂浜を歩いてみましょう。貝殻はもち

ろんですが、よく見ると魚の骨や、もしかする

と、化石を拾うことが出来るかもしれません。 

  

 

 

 

 

  見物海岸の中心にある何の変哲も無い岩場

は、実は「元禄地震・関東大震災断層」です。 

海底から１．５ｍの海岸段丘崖は関東大震災、

４．５ｍの海岸段丘崖は１７０３年の元禄地震

で生じた隆起痕です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磯場は海中に棲む小動物にとっては、格好 

の隠れ場です。身を隠す小さなくぼみや狭い岩

の隙間など、危険を感じると素早く潜り込んで、

敵をやり過ごします。また、ウツボのように岩

場の隙間に隠れ、餌となる生き物が通りかかる

のをじっと待ち、目 

にも止まらぬ速さで 

あっという間に食べ 

てしまう生き物もい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 波打ち際には、岩が板状に並んでいる様子

が目に付くようになります。また、中央に縞模

様のある大きな岩も見えてくることでしょう。

いずれも地殻の変動による「褶曲」（シュウキョ

ク）作用です。さらに進むと今度は、ぽっかり

と口を開けた洞窟や真ん中をくり抜かれた大き

な岩があります。これらは波による長い年月を

かけた浸食作用によるもので「海蝕洞窟」とい

います。いずれも地球の活動による面白い光景

です。 


